
(2021年9月20日実施　小６　第２回） 【 茨城 】 首都圏模試センター

配点 思考 問題名 正答率 誤答率 無答率 配点 思考 問題名 正答率 誤答率 無答率 配点 思考 問題名 正答率 誤答率 無答率

1 (1) ① 3 A2 重さのちがうコイン 18.5 76.9 4.6 1 問一 ①ｱ 3 B1 手すき和紙と洋紙 33.3 66.7 0.0 1 (1) 3 A2 炭水化物をふくむ食べ物 67.7 32.3 0.0
1 (1) ② 3 A2 重さのちがうコイン 24.6 67.7 7.7 1 問一 ①ｲ 3 B1 手すき和紙と洋紙 66.7 33.3 0.0 1 (2) 内容① 2 B1 食べ物をよくかむ効果・内容 61.5 35.4 3.1
1 (2) 3 B1 重さのちがうコイン 33.8 56.9 9.2 1 問一 ①ｳ 3 B1 手すき和紙と洋紙 100.0 0.0 0.0 1 (2) 内容② 2 B1 食べ物をよくかむ効果・過不足 52.3 44.6 3.1
1 (3) ｱ 3 B1 重さのちがうコイン 29.2 64.6 6.2 1 問一 ①ｴ 3 B1 手すき和紙と洋紙 100.0 0.0 0.0 1 (2) 表記 1 B1 食べ物をよくかむ効果・表記 53.8 43.1 3.1
1 (3) ｲ 3 B1 重さのちがうコイン 12.3 78.5 9.2 1 問一 ② 3 B1 手すき和紙の特徴 33.3 66.7 0.0 1 (3) 内容① 2 B2 地産地消・生産者のメリット 89.2 7.7 3.1
1 (3) ｳ 3 B1 重さのちがうコイン 9.2 76.9 13.8 1 問二 一内容 2 B1 手すき和紙と環境・理由 66.7 33.3 0.0 1 (3) 内容② 2 B2 地産地消・消費者のメリット 87.7 9.2 3.1
1 (4) 内容① 2 B2 重さのちがうコイン・内容 6.2 64.6 29.2 1 問二 一表記 1 B1 手すき和紙と環境・表記 50.0 50.0 0.0 1 (3) 内容③ 2 B2 地産地消・過不足 56.9 40.0 3.1
1 (4) 内容② 2 B2 重さのちがうコイン・過不足 6.2 64.6 29.2 1 問二 二内容 2 B1 手すき和紙と環境・理由 83.3 16.7 0.0 1 (3) 表記 1 B2 地産地消・表記 60.0 36.9 3.1
1 (4) 表記 1 B2 重さのちがうコイン・表記 6.2 64.6 29.2 1 問二 二表記 1 B1 手すき和紙と環境・表記 50.0 50.0 0.0 1 (4) 4 A2 夏が旬となる野菜 73.8 26.2 0.0
2 (1) 5 B1 ２人の間のきょり 9.2 86.2 4.6 1 問三 ｺｳｿﾞ 3 B1 和紙原料の生産量 16.7 66.7 16.7 1 (5) ① 3 B1 ピーマンの生産量 21.5 63.1 15.4
2 (2) ①② 4 B1 ２人の間のきょり 66.2 33.8 0.0 1 問三 ﾐﾂﾏﾀ 3 B1 和紙原料の生産量 33.3 50.0 16.7 1 (5) ②A 3 B1 ピーマンの生産量・割合 16.9 60.0 23.1
2 (2) ③④ 4 B1 ２人の間のきょり 67.7 32.3 0.0 1 問三 ﾄﾛﾛｱｵｲ 3 B1 和紙原料の生産量 33.3 50.0 16.7 1 (5) ②B 3 B1 ピーマンの生産量・割合 7.7 61.5 30.8
2 (3) 5 B2 ２人の間のきょり 29.2 66.2 4.6 1 問四 内容 3 B2 和紙原料の生産量の減少・理由 33.3 50.0 16.7 1 (5) ②C 3 B1 ピーマンの生産量・割合 13.8 50.8 35.4
2 (4) ⑤⑥ 4 B2 ２人の間のきょり 20.0 67.7 12.3 1 問四 表記 1 B2 和紙原料の生産量の減少・表記 33.3 50.0 16.7 1 (5) ②D 3 B1 ピーマンの生産量・割合 15.4 46.2 38.5
2 (4) ⑦内容 4 B2 ２人の間のきょり・内容 24.6 58.5 16.9 1 問五 4 B1 伝統的工芸品の生産額 0.0 83.3 16.7 1 (6) 3 A2 東京の月別平均気温 83.1 12.3 4.6
2 (4) ⑦表記 1 B2 ２人の間のきょり・表記 15.4 67.7 16.9 1 問六 内容① 5 C1 日本の伝統的工芸品・問題点 100.0 0.0 0.0 1 (7) 内容① 3 B1 冬のピーマン栽培・理由 84.6 10.8 4.6
3 (1) ① 3 A2 温度による体積変化の割合 92.3 7.7 0.0 1 問六 内容② 5 C1 日本の伝統的工芸品・解決策 100.0 0.0 0.0 1 (7) 内容② 2 B1 冬のピーマン栽培・過不足 29.2 66.2 4.6
3 (1) ② 3 A2 温度による体積変化の割合 89.2 10.8 0.0 1 問六 内容③ 5 C1 日本の伝統的工芸品・過不足 33.3 66.7 0.0 1 (7) 表記 1 B1 冬のピーマン栽培・表記 64.6 30.8 4.6
3 (1) ③ 3 A2 温度による体積変化の割合 87.7 12.3 0.0 1 問六 表記 3 C1 日本の伝統的工芸品・表記 66.7 33.3 0.0 1 (8) ① 4 B2 条件に合う料理の組み合わせ 81.5 18.5 0.0
3 (2) 内容 3 B1 水の体積変化・内容 12.3 75.4 12.3 2 問一 4 B1 年金という仕組み・抜き出し 66.7 33.3 0.0 1 (8) ② 4 B2 条件に合う料理の組み合わせ 41.5 52.3 6.2
3 (2) 表記 1 B1 水の体積変化・表記 7.7 80.0 12.3 2 問二 内容① 5 C2 １段落・筆者の意見 83.3 16.7 0.0 1 (8) ③ 4 B2 条件に合う料理の組み合わせ 66.2 24.6 9.2
3 (3) 答え 3 B1 水の体積変化のちがい・答え 72.3 23.1 4.6 2 問二 内容② 5 C2 １段落・過不足等 16.7 83.3 0.0 1 (9) ① 4 B1 給食の献立の案 73.8 16.9 9.2
3 (3) 内容① 2 B1 水の体積変化のちがい・内容 66.2 21.5 12.3 2 問二 内容③ 5 C2 ２段落・働くときに目指すこと 83.3 16.7 0.0 1 (9) ② 4 B1 給食の献立の案 63.1 27.7 9.2
3 (3) 内容② 1 B1 水の体積変化のちがい・過不足 29.2 58.5 12.3 2 問二 内容④ 5 C2 ２段落・過不足等 0.0 100.0 0.0 1 (9) ③ 4 B1 給食の献立の案 76.9 18.5 4.6
3 (3) 表記 1 B1 水の体積変化のちがい・表記 61.5 26.2 12.3 2 問二 内容⑤ 5 C2 ３段落・行動すべきこと 83.3 16.7 0.0 1 (9) ④ 4 B1 給食の献立の案 41.5 41.5 16.9
3 (4) 3 A2 金属の棒ののび 83.1 15.4 1.5 2 問二 内容⑥ 5 C2 ３段落・過不足等 16.7 83.3 0.0 1 (9) ⑤ 4 B1 給食の献立の案 49.2 47.7 3.1
3 (5) 4 B1 金属の棒ののび 80.0 18.5 1.5 2 問二 内容⑦ 3 C2 段落分け・３段落構成 83.3 16.7 0.0 1 (10) A 4 B1 調理作業とかかる時間 83.1 9.2 7.7
3 (6) 内容① 2 B1 鉄道のレールののび・内容 9.2 64.6 26.2 2 問二 内容⑧ 3 C2 解答用紙の使い方 66.7 33.3 0.0 1 (10) B 4 B1 調理作業とかかる時間 0.0 78.5 21.5
3 (6) 内容② 1 B1 鉄道のレールののび・過不足 4.6 69.2 26.2 2 問二 内容⑨ 3 C2 誤字・脱字・送り仮名等 50.0 50.0 0.0 1 (11) 4 B2 調理作業とかかる時間 4.6 67.7 27.7
3 (6) 表記 1 B1 鉄道のレールののび・表記 7.7 66.2 26.2 2 問二 内容⑩ 1 C2 字数 83.3 16.7 0.0 1 (12) 4 B2 給食に関するアンケート 16.9 55.4 27.7
3 (6) 答え 3 B1 鉄道のレールののび・答え 4.6 70.8 24.6 1 (13) 内容① 3 B2 給食の提供・考え 47.7 9.2 43.1
3 (7) 組み合わせ 4 B2 バイメタル・組み合わせ 23.1 69.2 7.7 1 (13) 内容② 3 B2 給食の提供・理由 35.4 21.5 43.1
3 (7) 大きいもの 3 B2 バイメタル・変化が大きいもの 46.2 46.2 7.7 1 (13) 内容③ 2 B2 給食の提供・過不足 32.3 24.6 43.1
3 (8) 内容① 2 B2 バイメタルの原理・内容 43.1 24.6 32.3 1 (13) 表記 1 B2 給食の提供・表記 20.0 36.9 43.1
3 (8) 内容② 2 B2 バイメタルの原理・過不足 20.0 47.7 32.3
3 (8) 表記 1 B2 バイメタルの原理・表記 41.5 26.2 32.3
3 (9) 4 B1 バイメタル 47.7 47.7 4.6
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